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【世帯数】    821世帯 

【人 口】 男  931人 

女    985人 

 合計 1,916人 

 （令和４年４月３０日現在） 

令和４年６月号 

東
陽
中
学
校
小
学
校
運
動
会
開
催 

 

～
規
模
縮
小
な
が
ら
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
～ 

橋
本
勘
五
郎
生
誕
２
０
０
周
年
記
念 

 
 

～
木
彫
り
勘
五
郎
像
の
贈
呈
～ 

 ➀ 

汗
ば
む
陽
気
と
な
る
日
が
増
え
て
き
た
５
月
中

旬
、
東
陽
小
学
校
と
中
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

5
月
14

日
に
開
催
さ
れ
た
中
学
校
の
運
動
会

は
、
赤
団
団
長
の
坂
本
心
紅
さ
ん
と
白
団
団
長
の

瀬
高
煌
生
さ
ん
に
よ
る
熊
本
弁
の
ユ
ニ
ー
ク
な
選

手
宣
誓
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
自
身
が

主
体
的
に
考
え
作
り
上
げ
た
と
い
う
今
回
の
運
動

会
は
、
ダ
ン
シ
ン
グ
玉
入
れ
や
綱
引
き
競
技
な

ど
、
随
所
に
生
徒
た
ち
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
会

場
に
来
て
い
た
保
護
者
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
5
月
21

日
開
催
の
小
学
校
の
運
動
会

で
は
、
１
～
４
年
生
の
ソ
ー
ラ
ン
節
や
５
・
６
年

生
の
ダ
ン
ス
（
バ
タ
ー
）
の
披
露
後
に
、
そ
れ
ぞ

れ
会
場
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
応
え
る
形
で
、
子

ど
も
た
ち
は
２
度
目
も
３
度

目
も
キ
レ
の
あ
る
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。 

 

 

日
本
遺
産
認
定
記
念
連
載 

 
 

～
東
陽
町
日
本
遺
産
め
ぐ
り
（
11
） 

 
 
 
 

 
 

蓼
原
橋(

河
俣
地
区)

 

 

河
俣
地
区

に
は
河
俣
川

の
支
流
の
美

生
川
が
あ

り
、
４
つ
の

め
が
ね
橋
が

架
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

一
つ
に
蓼
原

橋
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
橋

は
東
陽
地
区

の
橋
の
中
で
は
珍
し
く
扇
形
に
壁
石
（
側
面

の
石
）
が
積
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
通
潤

橋
の
壁
石
の
積
み
方
と
同
じ
で
す
。
し
か
し

端
の
方
は
野
面
積
み
で
、
こ
れ
は
上
部
を
平

ら
に
し
た
跡
か
、
洪
水
で
流
さ
れ
た
部
分
を

修
復
し
た
跡
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

洪
水
と
言
え
ば
、
河
俣
村
の
庄
屋 

黒
木

止
善
が
残
し
た
記
録
に
は
明
治
２
年
の
大
洪

水
で
こ
の
地
区
の
め
が
ね
橋
が
残
っ
た
お
か

げ
で
若
者
が
家
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
と
記

述
が
あ
り
ま
す
が
、
橋
名
が
「
鶴
下
箱
石
通

目
鑑
（
橋
）
」
と
あ
り
、
そ
の
橋
が
蓼
原
橋

か
鶴
下
村
中
橋
か
不
明
で
し
た
。
今
回
、
箱

石
出
身
の
坂
崎
伸
治
さ
ん
に
尋
ね
る
と
小
学

校
の
こ
ろ
ま
で
箱
石
か
ら
蓼
原
橋
を
渡
っ
て

鶴
下
地
区
に
行
く
道
が
あ
り
通
っ
て
い
た
と

証
言
し
て
も
ら
い
、
古
文
書
に
あ
っ
た
橋
が

蓼
原
橋
と
判
明
し
ま
し
た
。 

 

5

月
15

日
、
笠
松

橋
公
園
に
熊
本
中
央
エ

ビ
ネ
ら
ん
愛
好
会
か
ら

エ
ビ
ネ
ら
ん
約
1

1

0

株
が
寄
贈
さ
れ
、

同
愛
好
会
の
６
名
の
会

員
の
方
々
が
公
園
内
に

植
栽
し
ま
し
た
。
八
代

地
区
会
員
代
表
の
八
岡

功
さ
ん
（
鶴
）
は
、
「
橋
の
景
観
を
高
め
、

笠
松
橋
の
観
覧
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
来
年
の
色
と
り
ど
り

の
エ
ビ
ネ
ら
ん
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。 

今日は いっそに

見すっ日だけん、 

たーいぎゃ、 

 がばだすぞ！！ 

笠
松
橋
公
園
に
エ
ビ
ネ
蘭
寄
贈 

 
 

～
ま
す
ま
す
美
し
い
公
園
に
～ 

 

種
山
石
工 

橋
本
勘
五
郎
の
生
誕
2

0

0

周
年
を
記
念
し
て
、
森
口
之
さ
ん
（
杉
の

本
）
が
作
成
し
た
木
彫
り
の
勘
五
郎
像
が
、

勘
五
郎
の
生
家
で
あ
る
橋
本
幸
一
さ
ん
（
西

原
）
宅
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
顔
の
雰
囲
気

な
ど
、
勘
五
郎
の
面
影
が
と
て
も
よ
く
表
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
1
日
か
ら
石
匠
館

で
開
催
さ
れ
る
東

美
展
で
展
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
※
東

美
展
詳
細
は
裏
面 

 
 

開花期は４月～5月 



    ■金婚夫婦を表彰します 

 東陽町では河川等の水質保全

や住みよい生活環境及び緑豊か

な自然環境を未来の子どもたち

へ残していくため、農業集落排

水及び浄化槽の接続・設置を進めています。 

 まだお済みでない方は、早期の接続及び設置

をご検討いただきますようお願いいたします。 

【問合せ先】 

 地域振興課 市民サービス係 65-2111 

 下水道総務課 水洗化促進係 33-4147  

 

 

■農業集落排水の接続及び 

  浄化槽の設置等の募集について 

【対象】 

①昭和４７年１月１日～昭和４７年１２月３１ 

 日までに結婚又は入籍されたご夫婦 

②昭和４６年以前に結婚又は入籍をされたご夫 

 婦で、これまでに金婚夫婦表彰を受けたこと 

 がないご夫婦 

【申込期間】 

 ６月１日（水）～６月３０日（木） 

【申込場所】 

 東陽健康福祉地域事務所 

 高齢者支援課（本庁舎１階） 

 東陽コミュニティセンターの窓口 

【申込方法】 

 申込場所に設置してある申込用紙に記入し  

 提出してください。 

【式典開催日】 

 令和４年９月下旬予定 

【問合せ先】 

 高齢者支援課高齢者福祉係  33-4436 

 健康福祉地域事務所     65-2113      

６月１０日（金）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料 ５月（４月使用分） 

◆浄 化 槽 使 用 料  ５月（４月使用分） 

６月３０日（木）納期限のもの 

◆市 県 民 税     １期 

◆国民健康保険税     ３期 

◆後期高齢者医療保険料  随期 

◆介 護 保 険 料     ３期 

◆簡易水道使用料     ６月（５月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高を 

お確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご連絡、

ご相談ください。 

【問合せ先】  

 地域振興課市民サービス係  65-2111 

■市税等の納期について 

■土砂災害から命を守るために 

  知っておきたいポイント!! 

◆土石流、がけ崩れ、地すべり等の土砂災害  

 の前ぶれを「知る」 

 ・山鳴りや、立ち木の裂ける音、石のぶつか     

  る音がする 

・地面にひび割れができる 

 ・斜面から水が噴き出す等 

◆自分が住む地域の情報を「知る」 

・八代市総合防災マップの確認 

 http://www.city.yatsushiro.lg.jp/      

 bousai/hazardmap/flow_01.html 

◆危険を知らせる情報を「知る」 

 ・市の防災情報やテレビ、ラジオの気象情報              

  を確認する 

・熊本県統合型防災情報システムの活用 

http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/        

GmnDsp.exe?M100 

・八代市防災情報アプリ「＠infocanal」の 

 登録          

・「東陽校区住民安心メール」への登録 

【問合せ先】 

 建設地域事務所 65-2111 

   ◆ 「東美展～今を生きて～」の開催について 

          
と き ：６月１日（水）～７月３１日（日） 

ところ ：東陽石匠館 

展示内容：水墨画、彫刻、油絵、水彩画 

     洋画・版画、書、写真 

休館日 ：月曜日（祝日の場合は翌日） 

  ※石匠館の観覧料が必要です。 

観覧料 ：大人    ３１０円 

     高・大学生 ２００円 

     小・中学生 １００円 

 散歩をさせるときは、 

「ふん」を処理する道具を携帯し、排出した 

「ふん」は必ず持ち帰りましょう。 

■飼い犬のマナーについて(お願い） 


